



























 戦前をここでは大きく 3つの時期に分けた。日本史では 1853年の開国から近代が始
まると見なされている。十数年の動乱の時期を経て 1868年に江戸幕府が滅亡し、その
後、新政府は欧米式の近代国家をめざして邁進する。この時期を始点とする。そして
                                                   
1 （編集注）本稿は、世界史教育に携わるアジア諸国の教育者・研究者との共同研究のため、日本の
世界史教育の歴史的展開をまとめたものである。本稿は英語に訳されて『WORLD HISTORY TEACHING IN 
ASIA: A Comparative Survey』（MINAMIZUKA Shingo ed.,Berkshire Publishing Group, 2019）に「The 
Evolution of World History Education in Japan」として収録された。なお、同書では現在の日本
の世界史教育については吉嶺茂樹氏が「World History Teaching in Japanese Secondary Education」







































                                                   
2 文部省の『史略』は、その後の『改正史略』を含めて、日本中で翻刻発行された。 




















































第一章 支那の太古、第二章 周初の政治及び制度、第三章 春秋時代、第四章 
戦国時代、第五章 学術の興隆 漢族の発展 
第二篇 中古期 
第一章 秦の興亡、第二章 漢楚の争 西漢の初世、第三章 武帝の功業、第四
章 西漢の衰微 東漢の興起、第五章 仏教の弘通 第六章 東漢の極盛、第七
章 東漢の末路、第八章 三国及び西晋、第九章 五胡及び東晋、第十章 南北




第一章 契丹の興起 五代の紛争、第二章 宋の初世 遼の極盛、第三章 神宗
の改革、第四章 女真の興起 金宋の関係、第五章 蒙古の興起、第六章 太宗
及び憲宗の事業、第七章 世祖の外征、第八章 元の極盛、第九章 元の衰微、
第十章 明の初世、第十一章 帖木児帝国の興亡、第十二章 明の衰微、第十三
章 欧人の東漸 
第四篇 近世期 
第一章 清の興起、第二章 清の塞外政略、第三章 清の制度及び学術、第四章 
莫臥児帝国の興亡 英人の印度侵略、第五章 阿片戦役 長髪賊の乱、第六章 露
国の東亜及び中亜侵略、第七章 仏国の印度支那侵略、第八章 朝鮮に於ける日






                                                   
8桑原隲蔵『新定東洋史教科書』開成館、1912年 2月 24日訂正 11版発行、1912年 3月 1日検定。な
お、当時の中学校とは男子が学ぶ 5年間の学校であった。 
9村川堅固『再訂中等西洋歴史』宝文館、1913年 1月 5日訂正 6版発行、1913年 1月 16日検定。 
5 
第三章 東方諸国の統一（上）、第四章 東方諸国の統一（下）、第五章 希臘総
説、第六章 スパルタ及アテネの隆興、第七章 波斯戦役、第八章 アテネの隆
盛 ペロポンネソス戦役、第九章 スパルタ及テーベの盛衰 マケドニアの勃興、
第十章 アレクサンドル大王の事業、第十一章 希臘の文明、第十二章 羅馬の
伊太利征服、第十三章 羅馬の地中海沿岸征服、第十四章 羅馬の内訌及東征、




三章 サラセンの勃興、第四章 希臘皇帝と羅馬法皇、第五章 チャールス大帝
の事業及其帝国の分裂、第六章 ノルマン、第七章 神聖羅馬帝国 法皇の権威、
第八章 西欧羅巴の社会及制度、第九章 十字軍、第十章 英蘭及仏蘭西の交渉、
第十一章 帝権及法権の衰微、第十二章 蒙古人の侵入 オスマン土耳古の勃興、
第十三章 西欧諸国の中央集権、第十四章 文芸復興、第十五章 地理上の発見 
第三編 近古史 
第一章 宗教改革（上）、第二章 宗教改革（中）、第三章 宗教改革（下）、第四
章 和蘭の独立、第五章 英蘭の宗教改革、第六章 仏蘭西宗派の争、第七章 三
十年戦役、第八章 西欧諸国の東洋経略、第九章 英蘭の革命、第十章 仏蘭西
の強盛、第十一章 ルイ十四世の外国侵略、第十二章 露西亜の勃興、第十三章 
普魯西の勃興、第十四章 七年戦役、第十五章 英・蘭両国植民地の衝突、第十
六章 露西亜の侵略 波蘭の滅亡、第十七章 北米合衆国の独立、第十八章 十
八世紀に於ける欧州の情勢及文物 
第四編 近世史 
第一章 仏蘭西大革命（上）、第二章 仏蘭西大革命（中）、第三章 仏蘭西大革
命（下）、第四章 ナポレオン大帝の偉業（上）、第五章 ナポレオン大帝の偉業
（下）、第六章 欧州独立の戦役 維因列国会議、第七章 ナポレオンの再挙 欧
州乱後の国情、第八章 亜米利加諸国及希臘の独立、第九章 七月革命及其影響、
第十章 英国の政党政治、第十一章 東方問題、第十二章 二月革命及其影響、
第十三章 仏蘭西の第二帝政 クリミヤ戦役、第十四章 伊太利の統一、第十五
章 亜米利加合衆国の南北戦役 墨西哥の乱、第十六章 普・墺戦役、第十七章 
独・仏戦役 独逸の統一、第十八章 露・土戦役、第十九章 亜細亜に於ける列
国の経営、第二十章 阿弗利加及大洋州に於ける列国の経営、第廿一章 欧州最









































12 例えば、世界史という名称では、宝文館編輯所編『世界歴史』（宝文館、1923年 2月 1日）や明治
書院編輯部編『世界史綱要』（明治書院、1923年 1月 15日）などがあった。 



























                                                                                                                                   
史及歴史教育』（共立社書店、1930年、155～162頁）、有高巌『東洋史教育の革新』（刀江書院、1936
年）、村川堅固『普通教育に於ける国史と外国史』（日本文化協会、1936年）などがある。 





17 「中学校教授要目」、1937年 3月 27日、文部省訓令第 9号。このときに師範学校・高等女学校・実
業学校の教授要目も改訂もしくは制定された。 
18 中川一男『最新中等西洋史（中学校用）』東京開成館、1937年 12月 26日訂正再版、1938年 2月21
日検定、129頁。 
19 『初等科国史 上』著作兼発行・文部省、1943年 2月 17日発行、1943年 3月 31日翻刻発行、東
京書籍。『初等科国史 下』著作兼発行・文部省、1943年 3月 3日発行、1943年 3月 31日翻刻発行、
東京書籍。 



































を推進した教師を学校から追放するとともに、1945 年 12 月に修身・日本史・地理の
授業を、新しく書き直される教科書が完成するまで停止することを指令した。この指
                                                   





 教育の改革の中で、1946 年の新しい日本国憲法に基づいた教育基本法を 1947 年に
制定した。教育基本法が戦後の教育の理念や方針を定めるものとなり、戦前の教育勅































24 「新制高等学校教科課程の改正について」、1948年 1月 11日、発学第 448号。 



































                                                   







































                                                   
30 茨木智志「準教科書に見る初期の世界史教育の模索―歴史教育史研究への準教科書の活用を事例と
して―」『社会科教育論叢』第 47号、全国社会科教育学会、2010年 11月。 
31 文部省『中学校高等学校学習指導要領社会科編Ⅲ(a)日本史(b)世界史（試案）―昭和 26年（1951）
改訂版―』明治図書出版、1952年 3月 20日。 
32 文部省『高等学校学習指導要領社会科編 昭和 31年度改訂版』清水書院、1955年 12月 26日。 
33 「小学校学習指導要領」、1958年 10月 1日、文部省告示第 80号。「中学校学習指導要領」、1958年
10月 1日、文部省告示第 81号。「高等学校学習指導要領」1960年 10月 15日、文部省告示第 94号。 
12 
る模索は継続されていた。そのような世界史教科書の一つに、1956 年度から 1958 年






















第 1章 先史の世界（第 1節 人類の出現、第 2節 文明への道程、第 3節 人
種と語族、第 4節 未開民族の社会と文化）、第 2章 文明の発生（第 1節 オリ
エント、第 2節 印度の初期文明、第 3節 中国文明のはじまり、第 4節 アメ
リカ大陸）、第 3章 西洋の成立（第 1節 ギリシア世界の展開、第 2節 ギリシ
ア文化、第 3節 ローマ帝国、第 4節 キリスト教の発展）、第 4章 インド・中
国の古典文明（第 1節 インド文明の発達、第 2節 中国の古典文明）、第 5章 東
亜文化圏の形成（第 1節 アジアの民族移動、第 2節 北方民族の中国侵入、第
3節 東亜文化圏の形成）、第 6章 ヨーロッパ封建社会の成立（第 1節 ゲルマ
ンの移動、第 2節 フランク王国とローマ＝カトリック教会の成立、第 3節 西
                                                   
34 上原専禄監修『高校世界史』実教出版、1955年 9月 13日検定、1956年 1月 25日発行。 
35 西嶋定生「八年間のゼミナール」、『図書』第 133号、岩波書店、1960年 10月。 
36 「世界史を学ぶために」、上原専禄監修・前掲『高校世界史』、1～16頁。 
37 上原専禄編『日本国民の世界史』岩波書店、1960年。 
38村川堅太郎・江上波夫・林健太郎『詳説世界史』山川出版社、1963年 4月 20日検定、1966年 3月 5
日発行。この教科書は、1964～1969年度に使用された。 
13 
欧封建社会、第 4節 ビザンティン帝国）、第 7章 イスラム文化圏の形成（第 1
節 イスラム教の成立、第 2節 イスラム文化とトルコ民族の活動）、第 8章 中
国社会の変化と蒙古民族の発展（第 1節 中国社会の変化、第 2節 北方民族の
中国侵入、第 3節 蒙古民族の発展）、第 9章 西欧中世世界の変化（第 1節 十
字軍とその影響、第 2節 都市の発達、第 3節 教会勢力の衰微、第 4節 西欧
諸国の中央集権化、第 5節 西欧中世の文化） 
第Ⅱ部 
第 10章 近代ヨーロッパの誕生（第 1節 ルネサンス、第 2節 ヨーロッパ世界
の拡大、第 3節 宗教改革）、第 11章 ヨーロッパ近代国家の発達（第 1節 絶
対主義諸国の盛衰、第 2節 イギリスにおける立憲政治の発達、第 3節 西欧諸
国の植民活動、第 4節 17，8世紀のヨーロッパの文化）、第 12章 中国民族の
再興と北方民族の再制覇（第 1節 明の統一、第 2節 清の統一、第 3節 ティ
ムールとオスマン＝トルコ、第 4節 ムガール帝国）、第 13章 市民社会の成長
（第 1節 アメリカの独立革命、第 2節 フランス革命とナポレオン、第 3節 産
業革命）、第 14章 自由主義と国民主義（第 1節 自由のための戦い、第 2節 自
由主義・国民主義の進展、第 3節 19世紀の文化）、第 15章 ヨーロッパ勢力の
アジア進出（第 1節 蘭英仏露 4国のアジア経略、第 2節 中国の動揺と日本の
勃興） 
第Ⅲ部 
第 16章 帝国主義と第一次世界大戦（第 1節 第一次世界大戦前の欧米諸国の状
態、第 2節 列強の世界政策、第 3節 中華民国の成立、第 4節 第一次世界大
戦、第 5節 ロシア革命）、第 17章 第一次世界大戦後の世界と第二次世界大戦
（第 1節 第一次世界大戦後の欧米、第 2節 アジアの情勢、第 3節 全体主義
の台頭、第 4節 第二次世界大戦）、第 18章 われわれの時代（第 1節 第二次











 高校世界史の学習指導要領はその後、1970 年と 1978 年に改訂された39。1970 年版
                                                   
39 「高等学校学習指導要領」、1970年 10月 15日、文部省告示第 281号。「高等学校学習指導要領」、
14 
学習指導要領から、文化圏学習が世界史に取り入れられた。1978年版学習指導要領の







  オリエント文明、イラン文明の成立 地中海文明の成立 インド文明の成立 中
国文明の成立 
(2) 東アジア文化圏の形成と発展 
  遊牧民族の活動と中国の社会・文化 中国の社会・文化の変遷と隣接諸民族の発
展 中華帝国の繁栄 
(3) 西アジア文化圏の形成と発展 
  イスラム世界の形成 インド・東南アジアとイスラム世界の拡大 イスラム文化
と東西文化の交流 
(4) ヨーロッパ文化圏の形成と発展 
  ヨーロッパの社会と文化の形成 ヨーロッパの社会と文化の変動 国民国家の形
成と国際関係  
(5) 19世紀の世界 
  ヨーロッパ市民社会の成立とその文化 産業革命の進展とアジア ヨーロッパの
諸革命とアメリカ大陸 帝国主義とアジア、アフリカ 
(6) 両大戦間の世界 
  第一次世界大戦とソビエト連邦の成立 戦後のヨーロッパとアジア、アフリカの
民族運動 アメリカ合衆国の動向と世界恐慌 全体主義の台頭と第二次世界大戦 
(7) 今日の世界と日本 








                                                                                                                                   
1978年 8月 30日、文部省告示第 163号。 



































 1989年 3月に小中高校の学習指導要領が改訂された42。この 1989年版学習指導要領
でのいくつかの改訂された事項は、その後の 1998 年・1999 年に改訂された学習指導
                                                                                                                                   
の脱却について―」（『研究紀要』第 14号、東京教育大学附属高等学校、1972年）、同「世界史の構成
をめぐって」（『月刊歴史教育』第 1巻第 1号、歴史教育研究会、東京法令出版、1979年 4月）などが
ある（一部加筆の上、二谷貞夫『世界史教育の研究』〔弘生書院、1988年〕に所収）。 

















































歴史教育者協議会編『あたらしい歴史教育 第 3巻 歴史意識はどうつくられて
きたのか』大月書店、1993年。 
歴史教育者協議会編『歴史教育五〇年のあゆみと課題』未来社、1997年。 
木下康彦「学習指導要領と世界史教科書の変遷」『世界史の研究』第 200号、山川
出版社、2004年 8月。 
臼井嘉一監修『戦後日本の教育実践―戦後教育史像の再構築をめざして―』三恵
社、2013年。 
 
２．教科書史 
唐澤富太郎『教科書の歴史―教科書と日本人の形成―』創文社、1956年。 
中村紀久二『教科書の社会史―明治維新から敗戦まで―』岩波書店、1992年。 
 
３．教育史資料 
近代日本教育制度史料編纂会編『近代日本教育制度史料』第 2～3巻、大日本雄弁
会講談社、1956年。 
教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第 2～7 巻、教育資料調査会、1964
～1965年重版。 
上田薫ほか編『社会科教育史資料』1～4、東京法令出版、1974年。 
 
